
議員と気軽に語る会 実施報告書 

                                                            

開催日時 令和８年６月８日（月） １９時３０分～２０時３０分 

開催場所 多可町商工会館２階 

 対  象  多可町商工会女性部 

参加者数 ８ 人 

 出席議員 （ 藤本一昭 ）（ 足立晃一 ）（ 日原茂樹 ）（ 山本和樹 ） 

（ 笹倉政芳 ）（こたになおみ）（ 辻 誠一 ）（ 廣畑幸子 ） 

意見発表 （ 藤本一昭 ）（ 山本和樹 ）（ 笹倉政芳 ）  
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１．婚姻・定住の促進と「少子化・地域維持」へのアプローチ 

 地域を存続させ、子供会や PTA、地域の活動（消防団など）を次世代へ

引き継ぐための根本的なアプローチです。 

① 草の根の婚活支援 

少子化対策の底上げとして、地域の個人ネットワーク（おせっかいな

おじさん・おばさん）によるキューピット役の復活。 

② 事業承継と家族同居 

地域事業（農業や商工業など）の継続性という観点から、婚活・結婚

を機に後継者が定住・同居できる流れをつくる。 

③ 「親世代の元気なうち」の対策 

後継者が戻った後の実際の介護問題（多重介護など）を見据え、親が

元気なうちからのライフプラン・サポートが必要。 

 

２．若者・移住者を呼び込む「住まいとインフラ」の整備 

 多可町に住み続けてもらう、あるいは選んでもらうための住環境の改善

提案です。 

① 若者向け・単身向け賃貸の確保 

周辺市（西脇市や加東市）への人口流出を防ぐため、アパートなど若

者が手軽に住めるインフラの整備。 

② 空き家活用の規制緩和 

魅力的な環境はあるものの住居が限られているため、空き家の規制を

緩和し、若い世代が自分たちで自由にリフォーム（DIY 等）して住める

仕組みづくり。 

 

 



３．子育て世代（共働き世帯）への就労・生活支援 

 現在地域で暮らしている、あるいはこれから入ってくる現役世代への現

実的なサポートです。 

① 時間的拘束とキャリア支援 

部活の地域移行などに伴い、子供に割く時間が増加している。その結

果、正社員として働く障壁となっている親世代（特に女性）への雇用・

生活両面での支援。 

② 女性を呼び込む町づくり 

人を呼び込む大前提として、まず女性にとって魅力的な町であること

が最重要であるという視点。 

 

４．地域の魅力（観光・PR・コミュニティ）の最大化 

 外から人を呼び込み、内側の住民が誇りを持てる町にするための仕掛け

です。 

① ポテンシャルのある観光・レジャー事業の継続支援 

かつて人気を博したグランピング施設のように、住民が誇れる魅力的

なコンテンツを、行政や地域として積極的にバックアップ・活性化して

いく必要性。 

② 徹底的な情報発信（PR） 

YouTube などのデジタルツールも含め、「これでもか」というレベル

で多可町の魅力を多角的にアピールし、認知度を高める。 

③ 新旧住民の融和 

魅力的な小さな公園整備などで町の価値を上げつつ、移住者と地元住

民とのルール（地域のしきたり等）の共有・トラブル防止を図り、気持

ちよく受け入れる体制をつくる。 

 

【総括】 

 全体を通して、「まずは婚活や女性・若者の呼び込みで人を増やし、そ

のために必要な『住まい』『就労支援』を整え、地域の魅力的なコンテン

ツや徹底的な PR で町を活性化させていく」という、一本の繋がったスト

ーリーが見える有意義な意見交換となっています。  

 

  

令和８年６月１６日  

  多可町議会議長  廣畑幸子  様  

                                         報告者   藤本一昭    



議員と気軽に語る会 実施報告書 

                                                            

開催日時 令和８年６月３０日（火）９時３０分～１１時まで  

開催場所   役場４０１会議室                         

 対  象  多可町シニアクラブ連合会女性役員 

参加者数   １０ 人 

 出席議員 （ 門脇教蔵 ）（ 棚倉修規 ）（ 大山由郎 ）（ 杉本 真 ） 

（ 時永尚樹 ）（ 足立吉継 ）（ 辻 誠一 ）（ 廣畑幸子 ） 

意見発表 （ 棚倉修規 ）（ 杉本 真 ）（ 時永尚樹 ）  
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(１班八千代区) 

〇老人会の会員の減少により運営が難しくなってきている。郡連での行

事が多いため、地区内と郡連の両方に出るのは厳しい。特に「役員にな

ると参加する機会も多くなるため、シニアクラブに入りたくなくなる。 

〇元気アップ体操などには参加されるが、人間関係などの関係で参加を

されない人がおられる。 

〇八千代区内でもシニアクラブに加入されない集落が増えてきている。 

〇70才を超えても、加入したいが働かないといけない事情もある。 

〇昔は花壇に植える花の苗をもらっていたが、今はない。 

〇運転免許返納後の生活が不安。特に買い物にいけないし、人と出会う

機会が減ることを心配する。 

 

(２班中区) 

〇中町中学校の跡地が都市公園になるが、グランドゴルフができるよう

にしていただきたい。できれば屋根付きの施設に。 

〇各区中学校の体育館とグランドは各区で近隣住民が利用できるように

していただきたい。便利で有効活用できると思う。 

〇健康のため、ウォーキングをしたり、元気アップ広場に参加している

人が沢山おられる、健康ポイントが励みになっている。健康ポイントを

より充実していただきたい。 

〇元気アップ広場が各区で広まってきている。いきいき 100 才体操をし

た後にお茶等を飲みながら、交流や見守り、情報交換の場になってい



る。しかし、経費もかかる、町で少し運営経費を負担していただきた

い。町も健康寿命に力を入れられている、健康でいていただければ医療

費の減少にもつながる。体操後の交流での参加にもハンコを押していた

だきたい。また、景品等ももらえれば励みになる。 

 

(３班加美区) 

〇夫婦とも自動車運転免許を返納しなければいけない年齢になってきて

いる、病院への通院や買い物、軽トラックでの農作業等あらゆる日常生

活において、車はなくてはならない。運転免許返納後のことを考えると

不安である。町の方でも考えていただきたい。 

〇家から路線バスのバス停までが遠い、高齢者は自力でバス停まで行く

ことができないので、バスを利用できない。 

〇福祉タクシー券は現在、1 人につき年間 12,000 円ですが、タクシーを

度々利用しなければならない方には、枚数が充分でない。是非、タクシ

ー券の枚数を増やしてほしい。また、夫婦で、それぞれ所有の券を共用

できるようにしていただきたい。 

〇低料金で、病院まで車に乗せて連れて行ってもらえたり、草刈り、ゴ

ミ出しをしていただける団体があると聞く。さらにそのような団体が増

えるようにしていただきたい。 

〇シニアクラブのグランドゴルフやモルックは現在、加美区から八千代

区まで行かなければすることができない。距離が遠いので、やめていく

人も増えている。加美区でもできるようにしていただきたい。 

〇加美中学校跡地や、付近の道路には雑草が伸びて、今まで美しかった

加美区の景観がだんだん悪くなっている。 

〇学校がなくなると、地域はますます寂れていく、加美区から、松井小

学校も杉原小学校もなくさないでいただきたい。 

 

 

令和８年７月１５日  

  多可町議会議長  廣畑幸子  様  

                                           報告者   門脇教蔵     

 



議員と気軽に語る会 実施報告書
                                                           

開催日時 令和８年７月２日（木） １９時３０分～２１時００分

開催場所 あすみる フリールーム                          

対  象 女性活躍推進グループたからもん・おともだち

参加者数 ５ 人

出席議員 （山本和樹）（こたになおみ）（辻誠一）（廣畑幸子）

意見発表

意

見

ま

と

め

１．少子化・子育て支援 

子育て世帯が安心して暮らせる環境づくりを求める声が多く聞かれた。

保育料負担の軽減や、子どもが学べる居場所づくり、塾や送迎が難しい家

庭への支援など、家庭環境に左右されない学習機会の充実を望む意見があ

った。 

２．教育環境・防犯 

学校や通学路への防犯カメラ設置の充実や、安全対策の強化を求める声

があった。また、不登校の子どもが安心して通える居場所やフリースクー

ルへの支援、保護者の経済的負担軽減も必要との意見が出された。 

３．町営住宅 

町営住宅の空き部屋や空き駐車場の活用、共益費や維持管理の負担軽減

について意見があった。また、担当者の異動による引継ぎ不足への不安や、

住民の提案を柔軟に取り入れる仕組みを望む声もあった。 

４．公共交通 

通学バスの混雑や送迎環境について改善を求める意見があった。子ども

や高齢者が安心して利用できる公共交通の充実や、地域の実情に合わせた

移動手段の検討を望む声が聞かれた。 

５．移住・定住促進 

子育て世帯や若い世代が定住しやすい環境づくりについて意見交換を

行った。町営住宅や空き家の活用、住宅取得支援、移住後の生活支援など、

長く住み続けられる仕組みづくりの必要性が話題となった。 



６．地域活動・農業 

地域の高齢化により、草刈りや共同作業など地域活動の担い手不足が深

刻になっているとの意見があった。農業委員や地域役員の負担軽減、活動

に見合った報酬や若い世代が参加しやすい仕組みづくりを求める声もあ

った。 

 

まとめ 

参加者からは、子育て支援、教育、防犯、公共交通、町営住宅、地域活

動など、日常生活に密着した多くの意見が寄せられた。制度や仕組みを整

えるだけでなく、住民の声を継続的に聞き、現場の実情を踏まえた柔軟な

対応や情報共有の大切さが改めて確認された。今後も、このような意見交

換の場を継続してほしいという要望が多く寄せられた。 

 

  

令和８年７月８日  

  多可町議会議長  廣畑幸子  様  

                                           報告者  こたになおみ     
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